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　会員の皆様には、益々ご健勝のこととお慶び申し上げま

す。

　平素より格別なるご高配を賜わりまして心より厚くお礼

申し上げます。

　ここに第68期の事業概況並びに決算状況をご報告申し上

げるにあたり、ひとことご挨拶申し上げます。

　平成30年度のわが国経済を振り返りますと、大手企業を

中心に企業業績や業況判断が良好な水準で推移し、景気は

緩やかな回復基調が継続してまいりました。しかしながら、

年度後半に入り、米中間の貿易摩擦を主因とした中国経済

の減速、中東や北朝鮮を巡る地政学的なリスク、英国の

EU 離脱交渉の行方など海外情勢に対する懸念が高まり、

今まで景気回復をけん引してきた輸出が減速に転じまし

た。長野県内の経済情勢におきましても、海外需要を背景

に輸出の増加が続き、製造業は全国を上回る高水準の状態

を維持してまいりました。また、インバウンドの増加等を

背景に小売、飲食、宿泊業等の景況感や雇用、所得環境も

改善し、個人消費が底堅く推移したことから県内経済は緩

やかに拡大してまいりましたが、秋口に入り、中国を中心

とした新興国経済の減速に加え、相次いだ自然災害による

経済への悪影響等により、先行きの見通しに不透明感が強

まってまいりました。企業の投資マインドが慎重化するな

ど、今後の県内経済への影響が懸念されています。

　金融業界におきましては、昨年7月に、日本銀行が「強

力な金融緩和継続のための枠組み強化」を決めました。長

期金利の変動をある程度認めて緩和の副作用に配慮すると

ともに、「フォワードガイダンス」を導入して、将来にわた

り低金利を維持することを表明しました。今後も大規模な

金融緩和を続けることを明確にしたもので、私ども信用金

庫においては金利競争の激化に加えて、金融緩和政策の長

期化により利鞘が縮小するなど、収益環境が大きく好転す

る兆しが見えない状況が暫くは続くものと思われます。

　このように大変厳しい経営環境ではございましたが、業

容面におきましては、預積金は比較的堅調に推移して 10億

円増加の 3,159億円になりました。一方、貸出金は、個人・

法人ともに資金需要の低迷に加えて、計画的に不良債権の

ごあいさつ



オフバランス化を図ってまいりました結果、28億円減少の

1,242億円にとどまりました。業績面におきましては、超低

金利政策の影響で資金運用収益が大幅に減少いたしました

が、積極的に業務の効率化を推進してまいりました結果、

経費を大幅に削減することができ、当期純利益2億30百万

円を確保いたしました。自己資本比率は、リスクアセット

の増加等により 0.15％低下の 11.17％になりましたが、コ

ア自己資本額は 2億11百万円増加いたしましたので、引続

き健全性を強化することができました。

　さて、当金庫では、現在、営業地域内の事業者全先を訪

問する「課題解決支援プロジェクト」の推進を強化してい

ます。経営者の皆様から経営課題やニーズを聞き取り、当

金庫の企業支援室や外部専門家による解決策の提供及び取

組支援を通じて地域活性化を図るため、全役職員を挙げて

積極的に取組んでいます。私どもは、地域経済の持続的な

発展に貢献していくため、信用金庫の原点に立ち戻り、足

を駆使したきめ細かな営業活動、地域密着を推進してまい

ります。

　元号が「令和」に変わり、新しい時代がはじまりました。

開催が来年に迫った東京オリンピックや、5年、10年先を

見据えたリニア中央新幹線や三遠南信自動車道の開通な

ど、伊那谷には地域経済が飛躍するための好材料がありま

す。各市町村との連携等を通じて地域活性化の実現に向け

て役職員一同、全力を尽くしてまいる所存でございますの

で、何卒、倍旧のご愛顧とお引き立てを賜りますようお願

い申し上げます。

令和元年６月

会長  大澤一郎 理事長  吉澤祥文



庶務の概要

当金庫の概要

法人成立	 昭和２６年４月２３日

事業開始	 昭和２６年６月　８日

出 資 金	 １０億５６百万円	

会 員 数	 ２５, ６４１名

本 店	 伊那市荒井３４３８番地１

店 舗 数	 ２２店舗

役職員数	 ２４１名

預金積金	 ３, １５９億７百万円

貸 出 金	 １, ２４２億６２百万円

総代会

平成30年６月22日　第68期通常総代会

上伊那郡箕輪町大字中箕輪8288-1

伊那プリンスホテルにおいて開催

し、下記議案がすべて原案どおり承

認されました。

〔報告事項〕

（１）第67期業務報告の件

（２）第67期貸借対照表、損益計算書報告の件

〔決議事項〕

第１号議案　第67期剰余金処分案承認の件

第２号議案　会員の法定脱退に関する件

第３号議案　定款の一部変更承認の件

第４号議案　理事及び監事の任期満了に伴う選任の件

第５号議案　退任役員に対する退職慰労金贈呈の件

理事会・監事会

　理　事　会　　11回

　　　　　　　　（会員の異動状況承認の件、諸規程等の

改訂承認の件　他）

　監　事　会　　12回



登記事項

　平成30年４月９日	 出資の総口数及び出資の総額　変更登記

　平成30年６月27日	 役員に関する事項　変更登記

　平成30年８月１日	 公告の方法　変更登記

庶務事項

　平成30年４月２日	 高齢者の運転免許証自主返納にかかる	

	 優遇商品の取扱開始

　平成30年12月10日	 ㈱Ｏｒｉｇａｍｉとの提携に関する契約	

	 の締結

　平成31年１月４日	 信用金庫保証付私募債の取扱い開始

　平成31年１月17日	 ㈱ＣＡＭＰＦＩＲＥと連携したクラウド	

	 ファンディング事業開始

＊トピックス＊

〇合併15周年記念

　あるしん経済文化講演会　　

　平成30年４月14日

　林　修氏を講師に迎え、

　「いつやるか？今でしょ！」

　をテーマに開催しました。

〇合併15周年記念講演会　平成30年７月14日　

　「トランポノミックスと今後の日本経済」　講師　三澤　満氏

〇しんきん

　年金友の会親睦旅行

　平成30年10月22日～23日

　

　全店の年金友の会合同に

よる京都・大阪方面への

親睦旅行を開催しました。



主な経営指標の推移



リスク管理債権の状況
　貸出金のうち、破綻先債権額は1,583百万円、延滞債権額は

9,750百万円であります。

　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間

継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又

は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸

出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出

金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第

96条第1項第3号のイからホまでに掲げる事由又は同項第4号に

規定する事由が生じている貸出金であります。

　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先

債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利

息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。

　貸出金のうち、3ヵ月以上延滞債権額1百万円であります。

　なお、3ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定

支払日の翌日から3月以上遅延している貸出金で破綻先債権及

び延滞債権に該当しないものであります。

　貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は460百万円であります。

　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図

ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済

猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸

出金で破綻先債権、延滞債権及び3ヵ月以上延滞債権に該当し

ないものであります。

　破綻先債権額、延滞債権額、３ヵ月以上延滞債権額及び貸出条

件緩和債権額の合計額は11,796百万円であります。

　なお、これらの開示債権額は、差入れられている担保や、保証

機関等の保証による回収及び既に引き当てている貸倒引当金等

を控除前の金額であり、当金庫の将来の損失額をそのまま表わ

すものではありません。



（単位：百万円）

第68期 貸借対照表

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） 	 （負債の部）

現 金 6,648 預 金 積 金 315,907
預 け 金 114,365 当 座 預 金 		6,786
買 入 金 銭 債 権 551 普 通 預 金 	120,107
金 銭 の 信 託 1,000 貯 蓄 預 金 		2,852
有 価 証 券 84,574 通 知 預 金 		857
国 債 8,982 定 期 預 金 	168,607
地 方 債 	15,752 定 期 積 金 	15,659
社 債 27,439 その他の預金 1,036				
株 式 1,580 借 用 金 465
その他の証券 30,820 借 入 金 				465

貸 出 金 124,262 そ の 他 負 債     729
割 引 手 形 1,647 未決済為替借 					142
手 形 貸 付 9,284 未 払 費 用 	98
証 書 貸 付 102,674 給付補填備金 				22
当 座 貸 越 10,655 未払法人税等 					5

そ の 他 資 産 2,012 前 受 収 益 				63
未決済為替貸 101 払 戻 未 済 金 					6
信金中金出資金 1,484 職 員 預 り 金 78
未 収 収 益 183 リ ー ス 債 務 					275
その他の資産 242 資産除去債務 			15

有 形 固 定 資 産 3,023 その他の負債 19
建 物 1,668 賞 与 引 当 金 73
土 地 803 退職給付引当金 29
リ ー ス 資 産 275 役員退職慰労引当金 71
その他の有形固定資産 276 睡眠預金払戻損失引当金 24

無 形 固 定 資 産 100 偶発損失引当金 78
ソフトウェア 12 繰 延 税 金 負 債 50
その他の無形固定資産 88 債 務 保 証 695

債 務 保 証 見 返 695 負 債 の 部 合 計 318,127
貸 倒 引 当 金 △ 5,817 （純資産の部） 		
（うち個別貸倒引当金） (△	5,568) 出 資 金 1,056

普 通 出 資 金 		1,056
利 益 剰 余 金 11,454
利 益 準 備 金 		1,102
その他利益剰余金 10,351
特 別 積 立 金 		10,050
当期未処分剰余金 					301

処 分 未 済 持 分 △ 4
会 員 勘 定 合 計  12,506
その他有価証券評価差額金 784
評価・換算差額等合計 784
純資産の部合計 13,290

資 産 の 部 合 計 331,417 負債及び純資産の部合計 331,417

（平成31年3月31日現在）



（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

科　　目 金　　額

経 常 収 益 3,690,921
資 金 運 用 収 益 3,026,828

貸 出 金 利 息 2,017,131
預 け 金 利 息 118,808
有 価 証 券 利 息 配 当 金 852,697
そ の 他 の 受 入 利 息 38,190

役 務 取 引 等 収 益 422,195
受 入 為 替 手 数 料 218,559
そ の 他 の 役 務 収 益 203,635

そ の 他 業 務 収 益 92,448
国 債 等 債 券 売 却 益 65,290
そ の 他 の 業 務 収 益 　　　27,157

そ の 他 経 常 収 益 149,449
貸 倒 引 当 金 戻 入 益 24,810
償 却 債 権 取 立 益 564
株 式 等 売 却 益 　　　92,449
そ の 他 の 経 常 収 益 31,625

経 常 費 用 3,399,844
資 金 調 達 費 用 85,058

預 金 利 息 69,354
給 付 補 填 備 金 繰 入 額 11,128
借 用 金 利 息 4,180
そ の 他 の 支 払 利 息 395

役 務 取 引 等 費 用 353,375
支 払 為 替 手 数 料 72,539
そ の 他 の 役 務 費 用 280,836

そ の 他 業 務 費 用 25,576
国 債 等 債 券 売 却 損 46
国 債 等 債 券 償 還 損 23,260
そ の 他 の 業 務 費 用 2,270

経 費     2,826,407
人 件 費 1,690,696
物 件 費 1,083,170
税 金 52,540

そ の 他 経 常 費 用 109,426
貸 出 金 償 却 8
金 銭 の 信 託 運 用 損 75,444
そ の 他 の 経 常 費 用 33,973

経 常 利 益 291,077
特 別 利 益 5,507

固 定 資 産 処 分 益 5,400
そ の 他 の 特 別 利 益 107

特 別 損 失 56,984
固 定 資 産 処 分 損 8,586
減 損 損 失 48,398

税 引 前 当 期 純 利 益 239,600
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 5,910
法 人 税 等 調 整 額 3,161
法 人 税 等 合 計 9,072
当 期 純 利 益     230,528
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ） 71,229
当 期 未 処 分 剰 余 金 301,757

（単位：千円）

第68期 損益計算書



（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

科　　目 金　　額	　　（円）

当 期 未 処 分 剰 余 金 301,757,588

剰 余 金 処 分 額 221,071,539

普通出資に対する配当金（年２％） 21,071,539

特 別 積 立 金 200,000,000

繰 越 金（ 当 期 末 残 高 ） 80,686,049

以上のとおりであります。

　　　　　　令和元年6月21日

会　　長　　大　澤　一　郎

理 事 長　　吉　澤　祥　文

専務理事　　宮　下　兼　秋

常務理事　　牧　田　和　弘

常務理事　　原　　　英　則

常勤理事　　唐　澤　英　一

常勤理事　　地　田　俊　彦

理　　事　　塚　越　　　寛

理　　事　　山　浦　速　夫

理　　事　　佐々木　正　博

理　　事　　馬　淵　泰太郎

常勤監事　　唐　澤　伸　彦

監　　事　　高　坂　建　樹

員外監事　　野　澤　章　泰

第68期 剰余金処分



福岡支店　店舗移転のお知らせ

　福岡支店は 1980年（昭和55年）6月の開店以来、皆様とと

もにこの地で歩んでまいりましたが、業務の多様化により、

店舗、駐車場も手挟間となり、お客様へご不便をお掛けして

おりました。これを踏まえ、当金庫では店舗体制の見直しに

より、｢ 店舗内店舗 ｣ の形態をとらさせていただき、福岡支

店を南支店の所在地に移転し、福岡支店と南支店が一つの建

物の中で営業することとなりました。

　営業店窓口の移転により、お取引いただいております皆様

方には、大変ご不便をお掛けいたすこととなりますが、何卒

ご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　なお、今回は店舗の移転でございますので、お客様のお取

引口座の店名・口座番号等の変更は一切ございません。した

がいまして、通帳やキャッシュカードはそのままご利用いた

だけます。

　また、現在、福岡支店に設置してありますＡＴＭにつきま

しても、移転に伴いご利用いただくことができなくなります

ので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

１．移転日

　　　2019年（令和元年）7月16日（火）

　　　現在地での窓口営業は令和元年7月12日（金）までです。

２．新住所・電話番号

　　　住　　所　〒399-4117	駒ヶ根市赤穂10790番地8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南支店内）

　　　電話番号　0265-82-3141（引き続きご利用いただけます）	

　　　FAX番号　0265-83-1808（引き続きご利用いただけます）	

南支店、福岡支店店舗



店舗外キャッシュコーナーのご案内

駒ヶ根地区
◎駒ヶ根駅前ビル「アルパ」内

◎宮の前出張所

　中沢出張所

◎ベルシャイン駒ヶ根店内

◎ニシザワ福岡食彩館

飯島・中川地区
　七久保コミュニティーセンター

　大草出張所

辰野地区
◎辰野町役場前

◎宮木出張所

◎ニシザワ辰野食彩館	

伊那地区
◎伊那市駅前ビル「いなっせ」内

　伊那市役所内

　伊那中央病院内

　伊那東出張所

　野底出張所

　みすず出張所

◎ベルシャイン伊那店内

◎ニシザワ双葉食彩館

◎ニシザワ春近食彩館

◎ニシザワ高遠食彩館　　　　

◎アピタ伊那店内

箕輪・南箕輪地区
　木下出張所

◎箕輪ショッピングセンター内

◎ベルシャイン箕輪店

◎ベルシャイン伊北店

◎ニシザワ信大前食彩館

◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
◎
◎

◎

本 店 営 業 部 
赤 穂 営 業 部
宮 田 支 店
飯 島 支 店
上 片 桐 支 店
赤 穂 東 支 店
福 岡 支 店
中 川 支 店
南 支 店
ア ル プ ス 支 店
伊 那 北 支 店
辰 野 支 店
箕 輪 支 店
高 遠 支 店
小 野 支 店
宮 木 支 店
春 近 支 店
竜 東 支 店
南 箕 輪 支 店
信 大 前 支 店
い ほ く 支 店
ナイスロード支店

伊那市荒井3438番地1

駒ヶ根市北町8番14号

宮田村3320番地3

飯島町飯島1445番地1

松川町上片桐3647番地

駒ヶ根市東町8番10号

駒ヶ根市赤穂9315番地10

中川村片桐4080番地1

駒ヶ根市赤穂10790番地8

駒ヶ根市赤穂1293番地2

伊那市山寺3174番地7

辰野町大字辰野1636番地9

箕輪町大字中箕輪9489番地1

伊那市高遠町西高遠1660番地1

辰野町大字小野1270番地1

辰野町大字辰野1636番地9（辰野支店内）

伊那市西春近5242番地2

伊那市中央4697番地1

南箕輪村3115番地1

南箕輪村8304番地72

箕輪町大字中箕輪1850番地

伊那市荒井3438番地1（本店営業部内）

(0265)72-4171
(0265)82-3151
(0265)85-3300
(0265)86-3147
(0265)37-2121
(0265)82-6131
(0265)82-3141
(0265)88-3333
(0265)82-5507
(0265)81-1311
(0265)72-3118
(0266)41-0005
(0265)79-2205
(0265)94-2133
(0266)46-3131
(0266)41-3481
(0265)78-6969
(0265)73-3172
(0265)76-1011
(0265)76-5551
(0265)79-1300
(0265)74-7701

◎印の店舗とATMコーナーは日曜日及び祝祭日にも利用いただけます。

表紙の写真

　　「フサスグリ」塚越　寛 氏　  撮影

店舗のご案内


